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課題の解決に向けて本論文の第 2 章から第 6 章で述べられている具体的な研究課題につ
いて概説し、それら相互の関係について述べている。 
 













れら 2種類の細胞が Naïve like な細胞と Prime likeな細胞であることを示した。 
 
第 4 章では、単離した 2 種類のヒト iPS 細胞クローンの心筋細胞への分化能の評価を
行い、2種類の細胞の内、Naïve like な細胞が Prime like な細胞に対して、より高効率・
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高成熟・高機能な心筋細胞を得ることが可能であることを明らかにしている。 
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た結果、1 種類と思われたコロニーの形状が 2 種類の 3 次元形状の異なるヒト iPS 細
胞コロニーに大別できることを見いだした。このコロニーの形状は培養時に通常用い
られる基材上では発現せず、ゼラチンナノファイバー上においてのみ発現し、その発
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